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　正常細胞及びがん細胞それぞれにおける、原がん遺伝子、がん遺伝子、がん抑制遺伝子の状態と機能についてまとめる。

・正常細胞
　原がん遺伝子…相同染色体のどちらにも、がん遺伝子に変異する特異的な部位のDNAに損傷なし。特定の条件を満たしたときのみ基幹因子を活性化させて細胞分裂を促進する。
　がん遺伝子…原がん遺伝子が変異したものなので、正常細胞には存在しない。
　がん抑制遺伝子…相同染色体の両方、または片方のがん抑制遺伝子におけるDNAに損傷なし。細胞内のDNAに損傷がある時、基幹因子を抑制して細胞分裂を止めたり、損傷が激しい時はアポトーシスを誘導したりする。

・がん細胞
　原がん遺伝子…相同染色体の少なくとも片方において、がん遺伝子に変異する特異的な
　　　　　　　　部位のDNAに損傷がある。そのためがん遺伝子に変わっており、がん細
　　　　　　　　胞中では機能していない。
　がん遺伝子…原がん遺伝子から変異して存在する。増殖因子受容体の形を変えるなどし
て、必要な時だけでなく常に細胞分裂を促進する。
　がん抑制遺伝子…相同染色体の両方で、がん抑制遺伝子のDNAのどこかに損傷がある。（ただし、がん遺伝子のように特異的ではない）そのため、がん細胞では機能が失われている。
